
 

2019年度 東北地理学会・北海道地理学会 秋季学術大会 

プログラム 

 

１．期  日   2019年 9月 14日（土）～15日（日） 

２．会  場   北海学園大学 豊平キャンパス７号館（下図参照） 

            〒062-8605 札幌市豊平区旭町 4-1-40 

 

３．日  程   9月 14日（土）研究発表 

第１会場（D 40教室） 共通分野 10:00～11:56 13:00～16:00 

第２会場（D 41教室） 自然分野 10:00～11:56 13:00～16:08 

第３会場（D 42教室） 人文分野 10:00～11:56 13:00～16:40 

会員控室（D402教室）  9:30～17:00 

大会本部（D102教室）  

            ※各会場の開場時間は，9時 30分となります。 

9月 15日（日）巡検（札幌駅北口集合）  9:00～17:00 

 

４．巡  検 

テ ー マ： 「平成 30年北海道胆振東部地震の震源地周辺の現状」 

コ ー ス： JR札幌駅北口 9:00集合 - 札幌市液状化地区 - 厚真町震源地周辺地区 - むかわ町穂別 

博物館 - 新千歳空港 – JR札幌駅北口 17:00解散 

案 内 者： 石丸 聡（北海道総合研究機構地質研究所），山下 克彦（北海道教育大・名誉） 

        高橋 伸幸（北海学園大），菊地 達夫（北翔大），金森 正郎（北海道小樽潮陵高） 

        仁平 尊明（北海道大） 

参 加 費： 4,000円 

定    員： 40名（申し込み順） 

 

５．懇 親 会 

  日  時： 9月 14日（土）18時 00分から 

  会  場： 北海学園大学生協食堂 

  会  費： 5,000円（学生・院生 2,000円） 

 

６．会場への交通案内 

・【札幌駅・大通駅より】 

札幌市営地下鉄 東豊線 福住方面行 

「学園前」駅（Ｈ１０）３番出口直結 

※ さっぽろ駅より約６分 

・【新千歳空港より】 

新千歳空港連絡バス（中央バス・北都交通） 

「札幌都心行き」に乗車し、「福住」駅下車。 

地下鉄東豊線に乗り換え、「学園前」駅下車。 

 



研究発表プログラム  

※発表＋討論時間 S:12＋8分、L:20＋8分  使用機器 p:プロジェクタ   *：口頭発表者 

・9月 14日（土）午前  

第 1会場 共通分野 10:00～11:56 

発表番号 開始時間 ※ 発表者・題目 

1-01 10:00 Lp 岩船 昌起（鹿児島大）：倶多楽火山での噴火警戒レベルと防災対応―霧島山えび

の高原での経験に基づく考察― 

1-02 10:28 Sp 諏訪 篤樹（倉敷市消防局）・澤田 結基*（福山市立大）：宮城県石巻市における

2011 年東北地方太平洋沖地震による液状化発生地点の分布 

1-03 10:48 Lp 小田 隆史*（宮城教育大）・村山 良之（山形大）・桜井 愛子（東洋英和女学院大）・

佐藤 健・北浦 早苗（東北大）・加賀谷 碧（東北大・学）：教職員のハザード理解と

防災リテラシー向上のための読図演習 

1-04 11:16 Sp 森 康平*（兵庫教育大連合大学院・院）・山縣 耕太郎（上越教育大）：児童の知覚

環境の発達を促す防災教育の構築 

1-05 11:36 Sp 香川 貴志（京都教育大/同附属桃山小）：北海道奥尻郡奥尻町の小学校社会科副

読本『わたしたちの町 おくしり』における防災・減災関連記述の変遷 

 

第２会場 自然分野 10:00～11:56 

発表番号 開始時間 ※ 発表者・題目 

2-01 10:00 Lp 大貫 靖浩*・安田 幸生・小野 賢二（森林総研）：安比高原ブナ二次林における表

層土層厚・土壌含水率分布 

2-02 10:28 Sp 山縣 耕太郎*（上越教育大）・根津 裕（津南小）：苗場山亜高山帯における植生景

観とその成立条件 

2-03 10:48 Sp 近藤 玲介*（皇學館大）・横地 穣（北海道大・院）・井上 京・冨士田 裕子（北海道

大）・宮入 陽介（東京大）・加藤 ゆき恵（釧路市立博物館）・横田 彰宏・重野 聖之

（明治コンサルタント（株））・紀藤 典夫（北海道教育大）・百原 新（千葉大）・吉田 

明弘（鹿児島大）・横山 祐典（東京大）：北海道東部，根釧地域における段丘上の湿

原の形成史―歯舞湿原の事例― 

2-04 11:08 Sp 三條 竜平*（東北大・院）・大月 義徳（東北大）：北海道屈斜路カルデラにおける後

カルデラ期の地形面形成―形成期と分類の再検討― 

2-05 11:28 Lp 石丸 聡*・廣瀬 亘・川上 源太郎（道総研）・千木良 雅弘（京都大）・田近 淳（(株)ド

ーコン）：北海道胆振東部地震における谷頭部を発生源とするテフラ層すべり 

 

第３会場 人文分野  10:00～11:56 

発表番号 開始時間 ※ 発表者・題目 

3-01 10:00 Sp 菊地 達夫（北翔大）：北海道における食品倉庫の集積の構造・特色 

3-02 10:20 Sp 土田 慎一郎（北海道大・院）：北海道余市町における小規模ワイナリーの展開 

3-03 10:40 Lp 櫛引 素夫（青森大）：青森県と道南における観光の連携と深化―北海道新幹線と世

界遺産― 

3-04 11:08 Lp 武田 泉*（北海道教育大札幌校）・松本 涼太（北海道教育大・院）：北海道内 JR 地

方路線活性化方策の現状と課題―秋田内陸縦貫鉄道沿線での取り組みからの論

点を中心に― 

3-05 11:36 Sp 赤沼 泰斗*（北海道大・院）・橋本 雄一（北海道大）：1990 年以降の北海道における

地方財政の変遷 



・9月 14日（土）午後 

第 1会場 共通分野 13:00～16:00 

発表番号 開始時間 ※ 発表者・題目 

1-06 13:00 Lp 目代 邦康（東北学院大）：2018 年の西日本豪雨災害に対する四国西予ジオパークの対

応 

1-07 13:28 Sp 川村 壮*（道総研北方建築総合研）・石丸 聡・輿水 健一（道総研地質研）・戸松 誠・竹

内 慎一（道総研北方建築総合研）：土砂災害による集落孤立リスクおよび自立対応力の

評価手法の開発 

1-08 13:48 Lp 阿部 隆（東北大・院）：自然災害に関する日本の地理学界の研究動向（第三報）―自然

災害研究における地理学界の役割― 

1-09 14:16 Lp 西城 潔*（宮城教育大）・阿部 壽夫（阿部式炭焼研究所）：水産業由来の竹廃材による

炭焼きとその地理教育への展開の可能性 

1-10 14:44 Sp 吉田 国光*（金沢大）・甲斐 智大（金沢大・院）・室谷 洋樹（金沢大附属高）：教員養成

課程に求められる地理学の教育内容―2015〜2019 年度石川県教員採用試験・地理に

関する問題の分析から― 

1-11 15:04 Lp MOMOTAZ(Graduate Student, Hokkaido Univ.) ： Mainstreaming farm mechanization 

towards agricultural extension alongside the Padma river at Ganges floodplain of 

Bangladesh 

1-12 15:32 Lp 牧田 肇（白神マタギ舎）：白神山地のシラ（熊罠） 

 

第２会場 自然分野 13:00～16:08 

発表番号 開始時間 ※ 発表者・題目 

2-06 13:00 Sp 平山 孝太郎*（東北学院大・研）・平野 信一（東北大）・松本 秀明（東北学院大）：亘理

丘陵東麓部にみられる土石流緩斜面の形態と堆積物 

2-07 13:20 Sp 佐々木 優*（東北大・院）・大月 義徳（東北大）：北上山地山間地域にみられる河成堆積

物 

2-08 13:40 Sp 伊藤 晶文*（山形大）・佐藤 菜々美（TIS 東北（株））：2011 年東北地方太平洋沖地震津

波後に宮城県蒲生干潟の潟湖底・干潟堆積物から見出された珪藻群集 

2-09 14:00 Sp 平野 信一*・山田 努（東北大）・杉原 真司（九州大）：仙台湾沿岸海域における砕屑粒

子の挙動―放射性物質をトレーサーとして― 

2-10 14:20 Sp 奥野 充*（福岡大）・中村 俊夫（名古屋大）・佐藤 鋭一（大阪府立大）・ Arkady B. 

Savinetsky・Olga A. Krylovich（ロシア科学アカデミー）・Virginia L. Hatfield（アリューシャ

ン博）：アラスカ，フォックス諸島のアナングラ島の泥炭層の層序と年代 

2-11 14:40 Sp Mohan Bahadur Chand（Graduate Student, Hokkaido Univ.）：An inventory of glacial lake 

development and historical glacial lake outburst floods in the eastern Nepal Himalaya 

2-12 15:00 Lp Armstrong Ngolo（Graduate Student, Hokkaido Univ.）：A machine learning approach to 

monitor urban expansion in sub-Saharan African cities 

2-13 15:28 Sp 若狭 幸（弘前大）：二、三のセンサーを搭載した UAV を用いたリモートセンシング研究

の紹介 

2-14 15:48 Sp 佐野 嘉彦*（岩手県立大）・石倉 祐成（岩手県庁）：岩手県における風向の解析（第 1

報） ―地上風は予測可能か― 

 

 

 

 



・9月 14日（土）午後 

第３会場 人文分野 13:00～16:40 

発表番号 開始時間 ※ 発表者・題目 

3-06 13:00 Lp 駒木野 智寛（岩手大・非）：続縄文時代の北海道における集落遺跡の地理学的研究 

3-07 13:28 Lp 関根 良平*（東北大）・鈴木 利奈（元東北大・学）：地産地消型学校給食の維持基盤と変

容プロセス―福島県喜多方市熱塩加納地区の事例― 

3-08 13:56 Lp 岩鼻 通明（山形大・非）：韓国におけるパブリック・アートと再開発 

3-09 14:24 Lp 島田 周平（名古屋外国語大）：ナイジェリアの「牧畜民問題」とディアスポラ 

3-10 14:52 Sp 王 婷*（北海道大・院）・渡邉 悌二（北海道大）：山岳国立公園における高山帯での野営

活動の管理―台湾の３つの国立公園の事例― Management of camping activities at 

high altitudes in mountain national parks: The case of three Taiwan’s national parks 

3-11 15:12 Sp 孫 玉潔（北海道大・院）：サガルマータ（エベレスト山）：国立公園における観光客による

地域住民の移動 

3-12 15:32 Lp 能津 和雄*（東海大）・陳 宗誠（香港中文大）：2016年熊本地震と2018年北海道胆振東

部地震における観光による復興の視点からの比較 

3-13 16:00 Sp 山本 耕三（熊本大）：熊本市城下町地区における町屋・西洋館の減少とその土地利用

変化―2016 年熊本地震から 3 年― 

3-14 16:20 S 土井 時久（元岩手県立大）：文学に現れる北海道農民気質の地域性 

 

【大学構内案内図】 

 


